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>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

新年に当り、新たな知財関係の図書２冊を紹介いたします。 

「知的財産マネジメントの真髄」（神鋼リサーチ株式会社） 

「理工系のための知的財産権の基礎と実際」（(株)工業調査会） 

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

 偶然にも、この２冊の著書は、戦略と戦術の関係に当ります。いま、我国では、戦略と戦術は

全く区別されず、戦略の定義すらない状態で乱用されていますが、これらは、本来異なる意味を

もっています。 

 私自身の言葉よりも、三品和広著「戦略不全の論理」東洋経済新報社（これも昨年９月刊行の

新著で、おすすめ本です）の文を借りる方がよく分るので、以下、それを紹介します。 

『戦略と言うと、「戦いに勝つ」という目的が想起されやすいが、それは誤解である。目の前の

敵にいかに勝つのかという関心は、時間の流れの下流、すなわち実際の戦闘に近づけば近づくほ

ど強くなるが、それは戦術の領域である。戦略固有の領域は、同じ時間の流れの上流のほうに位

置する。そこでは戦う相手を選ぶ選択肢もあれば、戦いを回避する選択肢もある。戦うことなく

相手を屈服させる可能性すら視野に入ってくる。軍事戦略の場合、戦略を要する主体は国家であ

り、その国家の目的、すなわち国の繁栄に資することが国家戦略の機能と広く解釈すればよいで

あろう。･･････････戦略を「競争に勝つ」ことと結びつける向きもあるが、それは戦術の領域と

戦略の領域を混同しているにすぎない。』 

 

１．以上の解説によると、つぎの命題が成り立つと思います。 

 命題１ 「戦略の誤りを戦術で補うことはできない」 

 この重要な戦略について述べた著書が「知的財産マネジメントの真髄 理論と実践」（神鋼

リサーチ株式会社刊）です。本書では、経営と知財管理が一体でなければならぬことを明確に

確認した点に、従来の顕著と異なる点があり、経営と知財の連携のあり方を、融合、連携、同

期の切り口で分析した点で、マネジメントのあり方を教示しています。 

 とくに、経営者と知財管理部門トップの方々へのおすすめ本です。 

 本書の概要は、以下のとおりです。 

第１章  知的財産の戦略的マネジメント 

第２章  知的財産活用のマネジメント 

第３章  知的財産のリスクマネジメント 

第４章  職務発明のマネジメント 

第５章  知的財産の価値評価と情報開示 

 第６章  産学連携と知的財産 



 

２．戦略と戦術の間には、先の命題１の外に、つぎの命題も成立します。 

 命題２「戦術が強くなければ、戦略は達成できない」 

 この命題２に相当する著書が、「理工系のための知的財産権の基礎と実際」（(株)工業調査会

刊）です。 

 恐縮ですが、本書は私・山内が、大学理工系学部での授業用に著したテキストです。但しレ

ベル的には企業内の知財管理部門の入門用としても使えるものとなっています。 

 特徴は、実際の発明を題材にしてシミュレートする形式で解説をすすめていますので、法律

（特許法等）と実務の間に乖離がなく理解できる点にあります。 

 そこで、知財管理部門のスタッフの方々に読んで頂きたく思っています。 

 本書の概要は、以下のとおりです。 

 

第Ⅰ部 

第１章 知的財産権とは 

第２章 特許（技術の保護制度） 

第３章 実用新案 

第４章 意匠（デザインの保護制度） 

第５章 商標（ブランドの保護制度） 

第６章 産業財産権の国際的保護制度 

第７章 著作権法 

第８章 不正競争防止法 

第９章 その他の知的財産法 

第Ⅱ部 

第１０章 特許の活用パターンと発明活動のシステム化 

第１１章 研究開発計画と特許法上の留意事項 

第１２章 発明の手法・研究開発における特許情報の利用 

第１３章 特許出願に当っての特許法上の留意事項 

 第１４章 発明者として知っておくべきこと 

  


